
令和４年２月８日

（件名）

「救急搬送及び受入れに関する実施基準」の実施状況

１ 「実施基準」の策定

県では、消防機関及び医療機関等から構成される「静岡県メディカルコントロール協議

会」(以下「県ＭＣ協議会」という。)における調査・検討結果を踏まえ、平成２３年３月

３１日に「静岡県傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」(以下「実施基準」とい

う。)を策定、公表し、４月１日から運用を開始した。

２ 「実施基準」の概要

（１）策定にあたっての基本的な考え方

ア 傷病者の救命を最優先とし、生命の危機を伴う重症、重篤な傷病者等は、従前どお

り、三次救急医療機関等により受入れるものとした。

イ 現状の医療資源を前提に、傷病者の状況に応じた、より円滑で、より適切な搬送受

入体制の構築を目指す。

（２）「実施基準」に定めた事項

３ 「実施基準」に基づく搬送受入状況の検証

（１）「静岡県ＭＣ協議会」において、搬送受入状況を調査・検証し、県は、その結果を踏

まえ、必要に応じ見直しを行う。

（２）専門部会である「ＭＣ推進作業部会」が半期毎に次の調査を行う。

ア 医療機関選定に要した時間別の搬送件数及び医療機関への照会回数別の搬送件数

イ 照会時間３０分以上、又は照会回数６回以上の搬送事例について、各地域ＭＣ協議会における検討結果

項 目 内 容

１ 傷病者の状況に応じた

医療機関リスト

・傷病者の状況を以下の15症状に分類

①重篤、②脳卒中疑い、③胸痛、④外傷、⑤腹痛・その他内因性疑い、

⑥妊産婦、⑦小児(15歳未満)、⑧開放骨折、⑨吐下血、⑩熱傷、

⑪減圧症、⑫透析、⑬中毒(アルコール、薬物、その他)、

⑭精神疾患(身体合併症を含む)、⑮その他救急

・搬送の現状調査結果に基づき、上記15分類（症状）に応じた医療機関

をリスト化

２ 傷病者の観察基準 ・傷病者の状況に応じて「意識レベル」、「脈拍及び血圧」等を観察

例：「脳卒中疑い」の場合には、傷病者の運動麻痺の程度を観察

３ 搬送先医療機関の選定

基準

・傷病者の重症度、緊急度を考慮して

「地域の実情に応じた医療機関」、「最も搬送時間が短い医療機関」、

「かかりつけ医療機関」を選定

・重症以上と判断した場合には救命救急センター等を選定

４ 医療機関に傷病者の

状況を伝達する基準

・「年齢」、「観察結果」、「応急措置内容」、「医療機関到着予定時

刻」等を伝達

５ 受入医療機関確保基準 ・医療機関への受入照会時間が30分を超えた場合又は照会回数が10回を超

えた場合は、三次救急医療機関、地域の基幹病院が受入れに努める。
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４ 調査・検証の経過

（１）運用状況調査(期間：令和２年７月１日～令和３年６月30日、各消防本部へ照会)

ア 調査結果の概要

① 医療機関選定に要する時間別及び医療機関への照会回数別の搬送件数

○期間中に129,460件(対前年比-2,312件)の搬送事案があり、うち

「その他救急」が59,779件(全体の46.18％ 前年同期比+373件)、

「腹痛・その他内因性疑い」が33,601件(全体の25.95％ 前年同期比-385件) 、

「外傷」18,234件(全体の14.08％ 前年同期-792件)であった。

○照会開始から搬送先が決定されるまでの時間

○搬送先が決定されるまでの照会回数は、

② 照会時間30分以上、又は照会回数６回以上の搬送事例について、各地域ＭＣ協議会

における検証結果

○検証実施事案：120件

（うち、県ＭＣ推進作業部会で再検証が必要とされた事案：０件）

＜搬送事案の状況＞

区 分 件 数 対前年同期比 構成比

30分未満 129,047 -2,420 99.68%

30分以上 413 108 0.32%

区 分 件 数 対前年同期比 構成比

５回以下 129,237 -2,338 99.83%

６回以上 223 -26 0.17%

分 類 搬送件数 対前年同期比 構成比

重篤 4,216 20 3.26%

脳卒中疑い 5,979 -150 4.62%

胸痛 3,261 -233 2.52%

外傷 18,234 -791 14.08%

腹痛・その他内因性疑い 33,601 -386 25.95%

妊産婦 218 -57 0.17%

小児 1,653 -752 1.28%

開放骨折 59 12 0.05%

吐下血 916 -123 0.71%

熱傷 140 -12 0.11%

減圧症 11 3 0.01%

透析 21 -11 0.02%

中毒（アルコールなど） 745 -92 0.58%

精神疾患 628 -113 0.49%

その他救急 59,778 373 46.17%

計 129,460 -2,312 100.00%
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＜各地域の状況＞ ※地域ＭＣ協議会で検証していないものも含む

（２）ＭＣ推進作業部会における検討

○検証対象となった事案：０件

（３）検証等の実施状況

５ 運用実態を踏まえた改善の取組

令和２年７月から令和３年６月までの実施状況においては、昨年同時期と比較して、搬

送件数の全体数が減少している。また、「照会時間30分以上」「照会回数６回以上」の事

案については増加しているが、再検証を要する事案や基準の見直しに関する意見はなく、

実施基準の柔軟な運用が実施されていると考える。

今後も引き続き搬送受入状況を調査・検証し、円滑な運用に繋げていくこととしたい。

地域ＭＣ協議会名
搬送件数

(前年同期比)
うち30分以上
(前年同期比)

うち６回以上
(前年同期比)

再検証が必要と
されたもの

賀茂地域
3,179
(-263)

9
(+4)

6
(+4)

０

熱海・伊東地域
5,837
(-373)

6
(+3)

4
(+3)

０

駿東田方地域
21,305
(-760)

78
(+25)

46
(+12)

０

富士地域
10,557
(-518)

209
(+58)

86
(+19)

０

静岡地域
28,819

(-1,105)
62

(+10)
37
(0)

０

志太榛原地域
14,578
(-507)

13
(+3)

5
(+3)

０

中東遠地域
12,325
(-665)

19
(-6)

15
(-10)

０

西部地域
32,860
(1,879)

17
(+11)

24
(-5)

０

計
129,460
(-2,312)

413
(+108)

223
(+26)

０
(±0)

年度 県ＭＣ協議会 ＭＣ推進作業部会 その他

23 平成24年３月13日 ３回（11、１、３月）
４月１日～運用開始
各地域ＭＣ協議会で検討

24 平成25年１月22日 ３回（９、12、１月） ４月１日 医療機関リスト更新

25 平成26年２月４日 ３回（９、12、２月） 同 上

26 平成27年１月29日 ２回（７、12月） 同 上

27 平成28年２月５日 ２回（７、12月） 同 上

28 平成29年１月26日 ２回（７、12月） 同 上

29 平成30年１月17日 ２回（８、11月） 同 上

30 平成31年１月31日 ２回（８、12月） 同 上

R元 令和２年２月13日 ２回（８、11月） 同 上

R２ 令和３年２月９日 ２回（９、11月） 同 上

R３ 令和４年２月８日 ２回（９、２月） 同 上
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